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保姆の卜部たみであった。卜部たみの保育記録は，『幼児の教育』の第 27 巻第 8号から第 29 巻

















































































































































































































































































 2） OECD（2015）Fostering Social and Emotional Skills Through Families, Schools and Communities，OECD















 9） 木村　長：竹早，東京学芸大学竹早小学校 80 周年記念誌：p.18，1980．
10） 前掲 8），p.13．
11） 帝都教育会附属幼稚園保姆傳習所（現竹早教員保育士養成所）は，明治 21 年から現在に至るまで保育者養
成に携わり，1 万 4 千人以上の保育者を排出している。戦後の幼稚園発展期（昭和 28 〜 48 年頃）には東京




































37） 湯原登志子：竹早，東京学芸大学竹早小学校 80 周年記念誌：p.19，1980．
38） 矢野智司：問い直そう，保育の中のあたりまえのこと 12，幼児期は「準備期」？，幼児の教育第 13 巻第 1 号：
pp.4-12
39） 「第一部」附属幼稚園の実践については前掲 19）に詳論されている。
 また，「第一部」では「観察」を重要視しており，卜部の保育記録にも著されているが，苦瓜は従来の保育四
項目に「観察」を加えたのは自分の主張であったと前掲 17）の回顧録の中で述懐しており，幼児がじっくり
とモノやヒト，コトと関わること，遊び込むことを「遊戯的学習」の実践で大切にされていたと推察できる。
